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要約
　栄養成分計算データベースは 2003 年から学外にフリーで公開しており、15 年にわたり、毎日
100 件以上のアクセスを維持してきた。高木研究室では卒業研究にデータベースの作成を取り入
れてきたが、卒業論文で作成した約 70 のデータベースの中で飛びぬけてアクセス数や問い合わ
せが多かったことから、有用性が高いと考えられた。公開から 10 年経過した 2013 年度より継

























Database Construction for Calculating Food Composition

























































表２ 表３ 日本食品成分表 栄養計算の関連用語と の検索件数







図書情報 件 件 ）
論文情報 件 ） 件 ）
表１　食品 と論文の文献数（2020 年）
－ 37 －
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２. ２．論文情報（学術文献情報）






















論文情報（学術文献情報）は の論文検索で、キーワード“食品成 ”で、 年に



















表２ 表３ 日本食品成分表 栄養計算の関連用語と の検索件数
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３．２．日本食品標準成分表のデータ


















資源に関する取組 10）（文部科学省）および、図２の日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）につ
いて 11）（文部科学省）のページより Excel ファイルで入手した。
　栄養計算データベースの基となる、日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）は、第２章日本食
品標準成分表 2015・Excel（日本語版）から、穀物～加工食品を Excel の 18 ファイルとして入
手した（図２11）参照）。アミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表は、日本食品標準成分
表 2015 年版（七訂）アミノ酸成分表編、日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）脂肪酸成分表編、
日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）炭水化物成分表編を、Excel ファイルとして入手した（図
２11）参照）。さらに、2016 年版から 2018 年版までの追補版データを Excel ファイルとして入手
した。
　表４に入手したアミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表、食物繊維成分表、有機酸成
分表の Excel ファイル数を示す。2015 年に 21 表が公開された後に順次追加され、2020 年時点
で公表されたデータの表数は計 34 表となっている。食品数は全ての表が 2502 食品から構成さ
れている１,２,３）。





分表・資源に関する取組 文部科学省 および、図 の日本食品標準成分表 年版（七
訂）について （文部科学省）のページより ファイルで入手した。
栄養計算データベースの基となる、日本食品標準成分表 年版（七訂）は、第 章
日本食品標準成分表 ・ （日本語版）から、の穀物～加工食品を の ファ
イルとして入手した 図２ 参照 。アミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表は、日
本食品標準成分表 年版（七訂）アミノ酸成分表編、日本食品標準成分表 年版（七
訂）脂肪酸成分表編、日本食品標準成分表 年版（七訂）炭水化物成分表編を、 フ
ァイルとして入手した 図２ 参照 。さらに、 年版から 年版までの追補版データ
を ファイルとして入手した。
表４に入手したアミノ酸成分表、脂肪酸成分表、炭水化物成分表、食物繊維成分表、有





本表 アミノ酸 脂肪酸 炭水化物 食物繊維 有機酸 計
2015 18 1 
2016 0 1 
2017 















　日本食品標準成分表の基本コンセプトに沿って、2002 年から公開していたシステムに 2011 年
から機能を追加してきた。2011 ～ 2020 の 10 年間に、36 の追加機能を実現した。図３に栄養計
算データベースのシステム概念図（入力データの流れ）を示す。
－ 41 －
























平成 年 インプット マニュアル作成 マニュアルの整備。情報機器の知識が十分でない利用者層に対する啓もう
平成 年 インプット ユーザの と の管理 ユーザの 管理機能
平成 年 データベース 栄養計算 入力 食品の重量を入力して計算する
平成 年 データベース 栄養計算単位入力 食品の単位を指定して検索する































平成 年 アウトプット 表示
栄養摂取制限のある利用者に利用しやすい環境を提供できる（ の表
示）
平成 年 アウトプット コードの利用 計算結果を コードで情報共有する（教員と父母、生産者と消費者間等）
平成 年 アウトプット コードの利用 コードの利用権限を区別する 種類の コード
平成 年 アウトプット 計算値の加工 保存データを に呼び出し個人で管理できる。





















平成 年 アウトプット 食品摂取基準一般 食品摂取基準と計算値の比較データ（食育・健康づくりに役立つ可能性）
平成 年 アウトプット 食品摂取基準一般 大栄養素 タンパク質、脂質、炭水化物 の摂取割合の円グラフ表示
平成 年 アウトプット 食品摂取基準一般 教育現場や医療現場におけるデータベースを使った健康づくり指導
平成 年 システム システムメンテ ； 、 と のインテグレーション
平成 年 システム システムメンテ から によるハードレイド構成サーバへ移設する
平成 年 システム システムメンテナ 障害に強く障害からの普及が容易なハードレイド構成システムの運用
平成 年 システム ランキング 検索で上位にランクされる検索環境の整備。 スマホ対応。
平成 年 学外 学外対応 福祉介護健康フェアへの出店、４０歳代以上が多く啓もう活動が必要。
平成 年 学外 学外対応 食育・健康づくりに役立つシステムの開発
平成 年 学外 食育 実際の小中学校の食育現場との協働， 大栄養素の色分け表示
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表６ 栄養計算ポータルで公開している のマニュアル一覧
記号 マニュアル名
栄養計算 選択 の利用方法 標準計算
栄養計算 選択 の利用方法 詳細計算
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の変更点を反映した食品成分別 男女別 年齢別の必要量 目標量 目安量 必要量 推奨




耐容上限量）を理解するための 概念図”を図 として示す 。
図 年度の栄養摂取基準の“食事摂取基準の各指標（推定平均必要量、推奨量、
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緑黄色野菜（条件 A）の 148 品目
　カロテンの合計量が、可食部 100g 当たり 600μg 以上の野菜が緑黄色野菜となる。従って
eiyou テーブル（eiyou.csv）、あるいは DB の計算結果の成分項目にある、カロテンαとβの合
計量が 100g 当たり 600μg 以上の野菜を緑黄色野菜とした。表７に条件Ａに該当するカロチン
600μg 以上の緑黄色野菜 148 品中の上位 50 品目を示す。



















































表７　条件Ａに該当するカロチン 600μg 以上の緑黄色野菜 148 品中の上位 50 品目
－ 46 －
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　2016 当時のシステムの主な構成は以下のとおりであった。全て free のソフトウェアで構成し
た。サーバは Dell のサーバ専用機 PowerEdge T320 Server を使い、CentOS 6.9 で立ち上げた。
レイド構成を試みたが復旧に時間がかかるため定期的に HDD の複製を作り、トラブル時は
HDD を交換して対応した。2018 年からは完全にレンタルサーバーに移行した。
　データベースは PostgreSQL 8.4.20 を使用した。初期は PostgreSQL の情報が多かったが
2010 年代から MySQL の図書が多くなった。バージョンアップに伴い PostgreSQL や php コマ
ンドが変化しサーバの移行に要する時間が多くなった。過去のデータベースを生かすため
PostgreSQL の利用を継続し、研究室ではほぼ 20 年間使用した。Web サーバには Apache を使
用した。Apache と PostgreSQL の連携は php で実現した。




　外部ネットワークからのアタック調査を行った。調査の結果、SSH 接続による root 権限奪取
－ 47 －




に該当する IP アドレスは、2018 年度で延べ 32,081 個となった。これによりサーバの安定稼働
のためには日々の不正アクセス対策が必要であることが示された。不正アクセスが成功した事例
は０件であった。さらなる不正アクセスへの対処のため、不正アクセスの試みがあった諸外国か
らの IP アドレスを iptables により強制的にブロックするプログラムを組み、iptables と
denyhosts の双方で不正アクセスから守るようサーバを強化した。
　栄養計算サーバの ssl 証明書対応を行った。2018 年８月 30 日に、SSL 証明書をインストール
し apache の設定を行った。SSL 証明書の有効期限は２年間で、2020 年８月 31 日が期限であった。
apache の http.conf にて、http からのアクセスは全て https に自動変換しアクセスされるよう




























































































































































図７ 料理名 レシピ 入力方式の料理名選択画面　 （レシピ）入力方式の料理名選択画面
－ 49 －









































































図 ２成分含有量ランキング（ビタミン と ）






































図 ２成分含有量ランキング（ビタミン と ）






































図 ２成分含有量ランキング（ビタミン と ）











（歳）、12 ～ 14（歳）、15 ～ 17（歳）、18 ～ 29





























推定平均必要量、推奨量、目安量、耐容上限量を、年代別に示す。 年代は、 ～ 月 、 ～
月 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、




























図 食品群別食品名データベース 肉類 部分
図 料理名データベース 豚肉のおかず 部分
12　食品群別食品名データベース（肉類部分）
図 に食品成分効能の表示画面の一部を示す。摂取基準は、公表されている、男女別の、
推定平均必要量、推奨量、目安量、耐容上限量を、年代別に示す。 年代は、 ～ 月 、 ～
月 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、 ～ 歳 、




























図 食品群別食品名データベース 肉類 部分




































図 ２成分含有量ランキング（ビタミン と ）
図 食品 ｇあたり食品成分量 生乳部分
図 食品成分効能データベース図 11　食品成分効能データベース
－ 51 －





























三色食品群 ６つの基礎食品群     大栄養素
-----------------------------------------------------------------------------------------------------
赤       1 群 肉魚卵大豆
体を作るもとになる 群 牛乳乳製品 海藻小魚
--------------------------------------------------------------------------------------------------------
黄      5群  穀類,いも類,砂糖類




























三色食品群 ６つの基礎食品群     大栄養素
-----------------------------------------------------------------------------------------------------
赤       1 群 肉魚卵大豆
体を作るもとになる 群 牛乳乳製品 海藻小魚
--------------------------------------------------------------------------------------------------------
黄      5群  穀類,いも類,砂糖類

















７. ２．３大栄養素のエネルギー % 割合の円グラフ表示と、推奨量との比較
　栄養計算データベースの検索結果画面には、炭水化物・脂質・タンパク質のエネルギー割合が
円グラフで表示される。図 16 に３大栄養素のエネルギー % 割合の円グラフと推奨量の円グラフ
を示す。中心と右側の円は 30~49 才男女の推奨割合である。特に脂質の取りすぎはグラフに顕
著な変化が認められる場合が多いので容易に認識できる。事例のカレーライスの場合も脂質の推


























































































































ので機能として取り入れた。80kcal の食品重量の表示例を図 19 に示す。
７. ６．個人条件による BMI 表示
　BMI は Body Mass Index の略で、



































































































































７. ８．個人条件にあった食品成分（選択）の充足率％（対推奨量）の棒グラフ表示　個人条件にあった食品成分 選択 足率％ 対推奨量 の棒グラフ表示
充足率は、個人条件にあった食事摂取基準 に対し、実際に充足される割合を％で示し













図 ビタミンの充足率％の棒グラフ表示22　 図 23　ビタミンの充足率％の棒グラフ表示
　充足率は、個人条件にあった食事摂取基準 18）に対し、実 ％で示したも
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７. ９．個人条件にあった食品成分（全て）の充足率％（対推奨量）のレーダーチャート表示　
　図 24 にはカレーに含まれる全成分の選択画面を、図 25 には選択した全成分の充足率％をレー
ダーチャートで示す。円の外周は１日の推奨量の 1/3 にした。外周の設定は任意の値を利用でき
る。表示成分の選択を行えば必要な成分のみのグラフとなる。
個人条件にあった食品成分 選択 の充足率％ 対推奨量 の棒グラフ表示
充足率は、個人条件にあった食事摂取基準 に対し、実際に充足される割合を％で示し



























































































































欄にある□にチェックをいれると公開 QR コードとなり、☑をいれないと個人利用の QR コー

































































































































図 グラム入力方式栄養計算を保存した履歴の一部図 28 　グラム入力方式栄養計算を保存した履
歴の一部
－ 57 －

















































環境が整備されていなかった。そのため 台と、 ルータ 台を準備した。 グ




限 時 分〜 時 分
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年 月 日
（木曜日）Ａ中 年生
限 時 分〜 時 分 ７グループ
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表９　栄養計算データベースを使った栄養計算と栄養バランスの実習日時
　データベースの使用には Web の利用環境が必要であるが中学校の家庭科の教室には利用環境

















平成 年 月 日（火） ～ に新潟県立新潟翠江高等学校で実施した。高校








状況を確認できるようにした。図 に 年度の によるサーバへのア
図 33　栄養バランスの計算結果の１例を示す。抜粋
８. ３．新潟県立翠江高等学校における模擬授業
　平成 31 年２月 12 日（火）8：50 ～ 10：30 に新潟県立新潟翠江高等学校で実施した。高校１、








確認できるようにした。図 34 に 2017 年度の GoogleAnalytics によるサーバへのアクセス状況を
示す。ページビューは 100,336 件、ユーザ数は 17,011 人であった。新規ユーザとリピーターの比
率は 43：57 でリピーターの方が多かった。OS は Windows57.8％、iOS28.4％が多く両者で約
85％を占めた。ブラウザは Internet Explorer, Chrome, Safari, Edge で約９割を占めた。
Windows が OS の 57.8％を占めることから PC 利用が 6 割程度を占めていた。
－ 60 －
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図 による サーバのアクセス状況図 34　GoogleAnalytics による is.nuis.jp サーバのアクセス状況
－ 61 －
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スは利用者層が 18 歳から 34 歳で全
体の 50% を占めている。昨年度は 18
歳から 24 歳の層が全世代の中で一番
多く 35% を占めていたが、今年度は 20% に届かなかった。Google の方針により 17 歳以下は統
計に加算されていないことと、また高木研究室の取組として小中学生、高校生へのアプローチが
あることから、数値としては現れていないものの若年層の利用者も一定数いると思われる。また、
35 歳から 44 歳の層は昨年度の 18% から今年度は 23% 台と５% 伸びた。男女別では昨年度約７










が高い。2003 年より公開してきた栄養計算データベースを、2013 年より 10 年間にわたり、個























歳で全体の を占めている。昨年度は 歳から 歳の層が全世代の中で一番多く
を占めていたが、今年度は に届かなかった。 の方針により 歳以下は統計に
加算されていないことと、また高木研究室の取組として小中学生、高校生へのアプローチが
あることから、数値としては現れていないものの若年層の利用者も一定数いると思われる。
また、 歳から 歳の層は昨年度の から今年度は 台と 伸びた。男女別では
















健康増進に役立つの 項目を想定した。その結果、 分野 機能を追加できた。特記す
べき機能として、秤がなくても栄養計算可能な単位入力データベース、食品成分含有率食品
ランキングデータベース、ＱＲコードによる情報共有、検索履歴の保存・足し合わせ機能、
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